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１．課題の名称等 

研 究 開 発課 題 名 ： 高齢者排便ケアへの活用を目的とした AI エコーシステムの開発 

研 究 責 任 者 ： 四谷 淳子（福井大学） 

 

２．研究開発の目的 

本研究開発は、高齢者の排便ケアにおける未解決課題を克服するため、AI を搭載した携帯型超音

波装置を開発・実証することを目的とした。従来、超音波画像による大腸の観察や便性状の判定は熟

練者に依存しており、介護・在宅現場での活用は困難であった。本研究では、AI が腸管部位を自動検

出し、音響特性に基づいて便の性状を分類することで、非熟練者でも高精度かつ容易に排便ケア判断

を行うことを可能にした。これにより、合併症の予防と高齢者の生活の質向上に直結する、新たな医

療・介護支援技術の実現を目指した。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

本研究では、80 名から収集した大腸エコー画像を取集し、そのうち有効データをもとに約 2 万枚規

模のデータセットを構築した。硬便画像も数百枚規模で確保し、希少性の高い基盤データを整備した。

YOLOv8m を活用した AI アルゴリズムを構築した結果、便性状判定は 98.8％、大腸部位検出では特

異度 90％以上を達成し、臨床応用に耐え得る水準に到達した。さらに非熟練者でも熟練者とほぼ同

等の一致率（85～90％）を実現し、介護現場での即時的な有効性を実証した。 

 

3-2. 今後の展開 

本研究で得られた成果を基に、今後は AI アルゴリズムの更なる高精度化と、非熟練者でも直感的

に操作できるユーザーインターフェースの開発を進める。さらに、生活習慣情報や PHR（Personal 

Health Record）と連携させ、「AI エコー×介護支援サービス」という新市場を開拓する。介護・在宅医療

現場での普及を通じ、高齢者の排便管理を支援し、健康維持と介護負担の軽減に貢献する。 


